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●物品税減免についての財務省布告（第１０９号） 

 

 前文省略 

 

 第一項（旧規定の廃止） 

 仏暦二五五四年一月一二日付けの物品税率引き下げについての財務省布告

（第八七号）により最終改定増補された仏暦二五三四年一二月三〇日付けの物

品税減免についての財務省布告（第二七号）の末尾表に基づく、仏暦二五三四

年物品税タリフ法令（第三版）によって改定増補された仏暦二五二七年物品税

率タリフ法令末尾の物品税率における物品税減免の５、自動車、０５・０１種、

０５・０２種、０５・９０種の税率を廃止し、代わりに本布告末尾表に基づき

物品税を減免する。 

 

 第二項（対象メーカー） 

 本布告により改定増補された仏暦二五三四年一二月三〇日付けの物品税減免

についての財務省布告（第二七号）に基づく物品税の減免は、中古の機器また

は部品から自動車を生産する工業事業者には適用しない。 

 

 第三項（施行日） 

 本布告は仏暦二五五九（二〇一六年）一月一日から施行する。 

 

 ＊注／官報公示は二〇一三年五月二日 

 

＊末尾表（注／税率は従価） 

 

 ５、自動車 

 

 ０５・０１、乗用車 

 

 （１）局長が布告規定した原則、要件に基づく乗用車。 

 （１・１）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０㌘／

㎞以下、かつ局長が布告規定した事故発生前防止（Active Safety）安全システ

ム種の安全措置に従わなければならない。 

 仏暦二五二七年物品税率タリフ法令に基づく税率（以下省略）５０％ → 

３０％ 

 （１・２）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０㌘／

㎞超・２００㌘／㎞以下。 

 ５０％ → ３５％ 

 （１・３）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞超。 

 ５０％ → ４０％ 

 （１・４）排気量３０００立方㎝超。 

 ５０％ → ５０％ 



 

 

 （２）局長が布告規定した原則、要件、形質に基づく乗用ピックアップ車

（ＰＰＶ）。 

 （２・１）排気量３２５０立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞以下、かつ局長が布告規定した事故発生前防止（Active Safety）安全システ

ム種の安全措置に従わなければならない。 

 ５０％ → ２５％ 

 （２・２）排気量３２５０立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞超。 

 ５０％ → ３０％ 

 （２・３）排気量３２５０立方㎝超。 

 ５０％ → ５０％ 

 

 （３）局長が布告規定した原則、要件、形質に基づく荷台付き乗用車（ダブ

ルキャブ）。 

 （３・１）排気量３２５０立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞以下。 

 ５０％ → １２％ 

 （３・２）排気量３２５０立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞超。 

 ５０％ → １５％ 

 （３・３）排気量３２５０立方㎝超。 

 ５０％ → ５０％ 

 

 （４）乗用ピックアップ車または乗用ピックアップ車のシャーシ（Chassis）

及び前面防風ガラス（Windshield）から生産された、もしくは乗用ピックアッ

プ車から改造した、局長が布告規定した原則、要件、形質に基づく乗用車。 

 （４・１）局長が布告規定した資格を有する工業事業者による生産または改

造。 

 （４・１・１）排気量３２５０立方㎝以下。 

 ５０％ → ３％ 

 （４・１・２）排気量３２５０立方㎝超。 

 ５０％ → ５０％ 

 （４・２）第一四四条の五に基づき納税する、第一四四条の三に基づく改造

者による改造。 

 ５０％ → （１・１）～（１・４）と同じ  

 

 ０５・０２、１０人以下乗りバン 

 

 （１・１）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０㌘／

㎞以下。 

 ５０％ → ３０％ 



 

 （１・２）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０㌘／

㎞超・２００㌘／㎞以下。 

 ５０％ → ３５％ 

 （１・３）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞超。 

 ５０％ → ４０％ 

 （１・４）排気量３０００立方㎝超。 

 ５０％ → ５０％ 

 

 ０５・０１及び０５・０２、乗用車または１０人乗り以下のバン 

 

 （１）局長が布告規定した原則、要件、台数に基づく官公庁、病院または慈

善団体の救急車。 

 ５０％ → 免除 

 

 （２）省エネルギー種の乗用車、または１０人乗り以下のバン。 

 （２・１）局長が布告規定したところに基づく燃料・電池併用車（ハイブリ

ッド・エレクトリック・ヴィークル）。 

 （２・１・１）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１００

㌘／㎞以下、かつ局長が布告規定した事故発生前防止（Active Safety）安全シ

ステム種の安全措置に従わなければならない。 

 ５０％ → １０％ 

 （２・１・２）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１００

㌘／㎞超・１５０㌘／㎞以下。 

 ５０％ → ２０％ 

 （２・１・３）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０

㌘／㎞超・２００㌘／㎞以下。 

 ５０％ → ２５％ 

 （２・１・４）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００

㌘／㎞超。 

 ５０％ → ３０％ 

 （２・１・５）排気量３０００立方㎝超。 

 ５０％ → ５０％ 

 （２・２）電気自動車（エレクトリック・パワード・ヴィークル） 

 ５０％ → １０％ 

 （２・３）燃料電池自動車（フューエル・セル・パワード・ヴィークル） 

 ５０％ → １０％ 

 （２・４）局長が布告規定した原則と要件に基づく国際基準省エネルギー乗

用車。 

 （２・４・１）排気量１３００立方㎝以下のガソリン・エンジン。 

 ５０％ → １７％ 

 （２・４・２）排気量１４００立方㎝以下のディーゼル・エンジン。 



 

 ５０％ → １７％ 

 （２・４・３）排気量１３００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１００

㌘／㎞以下のガソリン・エンジン、かつ局長が布告規定した事故発生前防止

（Active Safety）安全システム種の安全措置に従わなければならない。 

 ５０％ → １４％ 

 （２・４・４）排気量１４００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１００

㌘／㎞以下のディーゼル・エンジン、かつ局長が布告規定した事故発生前防止

（Active Safety）安全システム種の安全措置に従わなければならない。 

 ５０％ → １４％ 

 （２・４・５）エタノール含有８５％以上の燃料を使用する排気量１３００

立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１００㌘／㎞以下のガソリン・エンジン、

かつ局長が布告規定した事故発生前防止（Active Safety）安全システム種の安

全措置に従わなければならない。 

 ５０％ → １２％ 

 

 （３）局長が布告規定した原則、要件、形質に基づく排気量３０００立方㎝

以下の代替燃料を使用する乗用車、または１０人乗り以下のバン。 

 （３・１）エタノール含有８５％以上の燃料を使用。 

 （３・１・１）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０

㌘／㎞以下、かつ局長が布告規定した事故発生前防止（Active Safety）安全シ

ステム種の安全措置に従わなければならない。 

 ５０％ → ２５％ 

 （３・１・２）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０

㌘／㎞超・２００㌘／㎞以下。 

 ５０％ → ３０％ 

 （３・１・３）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００

㌘／㎞超。 

 ５０％ → ３５％ 

 （３・１・４）排気量３０００立方㎝超。 

 ５０％ → ５０％ 

 （３・２）天然ガス燃料を使用。 

 （３・２・１）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０

㌘／㎞以下、かつ局長が布告規定した事故発生前防止（Active Safety）安全シ

ステム種の安全措置に従わなければならない。 

 ５０％ → ２５％ 

 （３・２・２）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が１５０

㌘／㎞超・２００㌘／㎞以下。 

 ５０％ → ３０％ 

 （３・２・３）排気量３０００立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００

㌘／㎞超。 

 ５０％ → ３５％ 

 （３・２・４）排気量３０００立方㎝超。 



 

 ５０％ → ５０％ 

 

 （４）三輪乗用車、及び排気量２５０立方㎝以下の自動二輪車エンジンを使

用し生産された乗用車。 

 （４・１）三輪乗用車。 

 ５０％ → ５％ 

 （４・２）排気量２５０立方㎝以下の自動二輪車エンジンを使用し生産され

た乗用車。 

 ５０％ → ５％ 

 

 ０５・９０、積載量込みの車体重量が４０００㎏以下に設計されたピックア

ップトラック 

 

 （１）局長が布告規定した原則、要件、形質に基づく運転手座席の後部に荷

物スペースがない（ノー・キャブ）車種。 

 （１・１）排気量３２５０立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞以下。 

 ５０％ → ３％ 

 （１・２）排気量３２５０立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞超。 

 ５０％ → ５％ 

 

 （２）局長が布告規定した原則、要件、形質に基づく運転手座席の後部に荷

物スペースがある（スペース・キャブ）車種。 

 （２・１）排気量３２５０立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞以下。 

 ５０％ → ５％ 

 （２・２）排気量３２５０立方㎝以下、かつ二酸化炭素排出量が２００㌘／

㎞超。 

 ５０％ → ７％ 

 

 （３）（１）及び（２）ではないその他車種。 

 （３・１）排気量３２５０立方㎝以下。 

 ５０％ → １８％ 

 （３・２）排気量３２５０立方㎝超。 

 ５０％ → ５０％ 

 

          （おわり） 


